
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 章 
地震 
 

地学編 

表紙 

地震 
ミッション 

✔ □1  地震が発生する仕組み 

□ No.01 「プレート」「海溝」「海嶺」「南海トラフ」「海溝型地震」「津波」 

□ No.02 「断層」 「活断層」 「内陸型地震」 

✔ □2  ゆれの大きさ 

□ No.03 「マグニチュード」「震度」 

□ No.04 「沈降」「隆起」「液状化現象」「ハザードマップ」 

✔ □3  地震のゆれ 

□ No.05 
「震源」「震央」「直列回路」「震源距離」 

□ No.06 

✔ □4  2 種類の地震のゆれ 

□ No.05 「初期微動」「主要動」「P波」「S波」「初期微動継続時間」 

□ No.08 
用語チェック 

□ No.09 

 

     組  番 名前                

評価チェック 
□うまっているか… 1 点 2 点 3点 4 点 

          (1 つ抜けてる毎に-1 点) 

□ … 1 点 2 点 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地球の表面の構造】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 章 
地震 
 

地学編 

No.01 

 

1.[           ]：地球の表面をおおっている、暑さ約 100km の岩盤のこと。 

             →地球表面に約(     )枚あり、1年で約(     )移動している。 

2.[           ]：大陸プレートが戻ることが原因でおこる地震のこと。 

              →(     )が発生する。 

プレート 
/ポイント/ 

□1  地震が発生する仕組み。 

日本列島の下 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本をつくるプレート 地震が起こる場所の分布図 

  

 

【        】 
【      】 

【         】 【         】 

ユーラシア 
プレート 

北アメリカ 
プレート 

【    】 
プレート 

【       】 

【      】 
プレート 

【       】 

プレート
/0 8 cm

海溝型地震
津波

大陸プレート 海洋プレート

海溝 海嶺

日本海溝
南海トラフ θ

太平洋

θ

フィリピン海



 

 

 

【地震発生のメカニズム 1】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地震発生のメカニズム 2】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プレートの動き 

海洋プレート 大陸プレート 

②(      )プレートの下に、 

 (      )プレートが沈みこむ。 

①(     )プレートが引きずり 

 込まれ、ひずみがたまる。 

③プレートのひずみが限界になると、

(      )プレートが反発する。 

④大陸プレートが海水を押し上げ、 

 (     )が発生する。 

2 章 
地震 
 

地学編 

No.02 

力 

力 
力 

力 

力 

力 

【        】 

→両側を引く力によって、断層面の

上盤がずり落ちた断層。 

【        】 

→両側から押す力によって、断層面

の上盤がせり上がった断層。 

【        】 

→水平にくい違った断層。 

 

1.[           ]：プレートが動くことで岩盤が破壊されできた、大地のずれのこと。 

2.[           ]：今も、ずれる可能性がある断層のこと。 

             岩盤がずれることで、陸の浅い場所を震源に、地震が発生する。 

3.[           ]：プレート内の岩盤が破壊されたり、ずれたりすることで起こる地震のこと。 

断層 
/ポイント/ 

大陸
海洋

大陸

津波

大陸

断層
活断層

内陸型地震

正断層 逆断層 横ずれ断層



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【震度とマグニチュードの違い】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【震度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 章 
地震 
 

地学編 

No.03 

 

1.[           ]：地震のゆれの強さを表したもの。 

    →(   )〜(   )の(     )段階に分かれる。 

2.[           ]：地震の規模(エネルギーの大きさ)を表したもの。記号は(     )。 

→マグニチュードが 1大きくなると、エネルギーは(   )倍、2大きくなると 1000 倍になる。 

ゆれの大きさ 
/ポイント/ 

□2  ゆれの大きさ 

     

     

M6 

震度 6弱 震度 4 震度 1 

震動
0 ク 10

マグニチュード M
32

0 I 2 3 4

5弱 5強 6弱 6強 7



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.[           ]：地震などで、大地が持ち上がる現象のこと。 

2.[           ]：地震などで、大地が沈む現象のこと。 

3.[           ]：地震のゆれで、砂の地盤が液体状になる現象のこと。 

4.[           ]：過去の災害記録をもとに、今後の自然災害の予想をまとめた地図のこと。 

地震にそなえて 
/ポイント/ 

2 章 
地震 
 

地学編 

No.04 

隆起
沈降
液状化現象
ハザードマップ



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【揺れの伝わり方】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 章 
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No.05 

 

1.[           ]：地震が発生した(      )の場所のこと。 

2.[           ]：震源の、真上の地点のこと。 

3.[           ]：震源から震央までの距離のこと。 

地震の発生場所 
/ポイント/ 

【       】 

【       】 

【         】 

震央 

地震の揺れは、震源を中心に(       )に広がる。 

□3  地震のゆれ 

震原、 真下
震央
ー

震原の深さ

震原シ

震原の深さ

震央

同心円状



 

 

 

 

 

【ゆれの伝わる速さ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ゆれの大きさ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 章 
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No.06 

やってみよう! 

地震が伝わるまでの時間(秒)を表したもの。 

1〜10 秒 

11〜20 秒 

21〜30 秒 

31〜40 秒 

  41 秒以上 の場所を、違う色でぬる。 

同じ色の場所を、線で囲む。 

震源からはなれるほど、伝わる時間は、 

         (       )なる。 

日本各地の、ゆれの大きさ(震度)を表したもの。 

同じ震度の場所の□を、 

       同じ色で塗りつぶそう！！ 

震源からはなれるほど、地震の大きさは、 

(       )なる。 

なぜ、同じ場所でも震度が違うのか？ 

→ 

おそく

0

小さく/
地面の 性質 によって

。

ゆれ方 が変わるから
。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ゆれの測り方】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【グラフの見方】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【           】 【        】 

【                】 
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No.07 

 

1.[           ]：地震の始めにおこる、小さなゆれのこと。 

   →伝わる速度が、(      )。波の名前を(     )という。 

2.[           ]：後からおこる、大きなゆれのこと。 

   →伝わる速度が、(      )。波の名前を(     )という。 

3.[               ]：初期微動が始まってから、主要動が始まるまでの時間のこと。 

ゆれの種類 
/ポイント/ 

地震計 

【              】 

初期微動継続時間は、 

① 震源からの距離に 

       (      )する。 

② 震源からはなれるほど、 

        (       )。 

□4  2種類の地震のゆれ 

地面がゆれても、 

(     )と(     )はゆれない。 

A地点→ 

B地点→ 

C地点→ 

初期微動
速 い P波

主要動
おそい S波

初期微動継続時間

おもり 針 初期微動 主要道

初期微動継続時間

初期微動継続時間

比例

長くなる



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 章-用語チェック 
地震 
 

地学編 

No.08 

<選択肢> 
震度 

震源 

震央 

岩盤 

マグニチュード 

初期微動 

初期微動継続時間 

主要動 

P 

S 

 

<選択肢> 
断層 

活断層 

プレート 

津波 

海溝 

浅 

<選択肢> 
沈降 

隆起 

緊急地震速報 

岩盤
震源

震央
震度初期微動

主要動

初期微動継続時間
P

s

マグ= チュード

プレート
海溝

浅
断層

活断層

津波

隆起
沈降

緊急地震速報



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 章-用語チェック 
地震 
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No.09 

<選択肢> S P 主要動 初期微動 初期微動継続時間 

<選択肢> 断層 活断層 ひずみ 

<選択肢> 津波 海洋 大陸 

P 初期微動 主要動 S

初期微動継続時間

断層

とずみ 活断層

津波

海洋 大陸
大陸 大陸


